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みた。初め選択培地上に生じたクローンの細胞は全て単核でありそのほとんどは 1 倍体-2 倍体の
聞の異数性を示した。それを継代培養すると倍数性の変化に 2 つの型があることがわかった。 1)継




調べてみた。調べられた 17個の二重抵抗性株のっち、 16のクローンはナラマイシン抵抗性 (nα r ) 
を安定に保持し、 トリコマイシン抵抗性( tri )は、トリコマイシンを含んだ選択培地にうえつがれ
たもののみが保持した。又、この種の株はηα r 22の親株と同じ黄色の子実体を形成した。残りの 1 つ
のクローンでは、反対に tri の方が ηαT よりも安定に保持きれた。しかし薬剤を含まない培地にうえ

















* 1)遺伝子型および突然変異株の表示は、 Demerec ，et al (1966) の提唱に従った。
* 2)ラクトースとペプトンを含む寒天培地。餌として Es c he r i c hia c 01 i を与える。
* 3) 75μg/ml ナラマイシンと 50units /ml トリコマイシンを含む寒天培地(pH7.0)
* 4 ) M/60phosphate buffer(pH6.5) 、 22 0C 、 120cycles / min. 











に 10- 4 -10-6 の頻度で二重抵抗性株が出現した。さらに定常期に入った細胞を 2 次培養処理すること
により、二重抵抗性株の出現頻度を 10- 2 -10- 3 まで増加させることができた。
二重抵抗性株が出現する条件下では細胞の凝集体が多数生じるが、この時期に異型多核細胞の出現
することが 3H -thym idine による核のラベルによって認められ、その出現頻度は二重抵抗性株のそれ
とほぼ一致することが明らかにされた。有性生殖の第一段階としての細胞融合はこのような凝集体の
なかで起こると考えられる。
選択培地上に生じた二重抵抗性株の細胞はすべて単核であり、そのほとんどは 1 倍体-2 倍体の聞
の異数性であった この事実は二重抵抗性株の細胞は 細胞融合の後さらに核融合を経てつくられる
ことを示している。単離した二重抵抗性株を継代培養すると子孫細胞の抵抗性が保持される場合と徐
々に消失する場合があることがわかる。これらの観察から(1)二重抵抗性の起源は異型接合体であるこ
と、 (2)両者の抵抗性は優性で、あること、 (3)抵抗性の部分的消失は継代培養の過程で起こる染色体の削
除によるものであることが推論された。
以上の観察結果は細胞性粘菌にある種の有性現象があることを示しているが、細胞融合に続くべき
核融合がすぐに起らない点と、異型接合体が減数分裂を行なわない点で通常の有性生殖とは異ってい
る。一方上記の現象は子嚢菌や担子菌類で知られている準有性生殖といくつかの類似点と相異点をも
ち、細胞性粘菌の有性現象は真菌植物に見られる準有性生殖より更に一段と未分化であるという新し
い結論が得られた。
以上福井君の研究は生物界における性の意義と起源を理解する上に寄与するところ多く、理学博士
の学位論文として十分価値あるものと認める。
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